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助け合いながら作りあげる劇 

さわやかな秋風が吹き、過ごしやすい季節となりましたが、季節の変わり目で疲れが出やすい時期でも

あります。ご家庭では体をゆっくり休め、早めに就寝するなど、体調管理の声かけをお願いします。 

さて、子供たちは、小学校生活最後の学習発表会に向けて、劇「じごくのそうべえ」の練習に励んでい

ます。場面ごとに分かれて、動きやせりふの掛け合いの仕方を相談したり、もっとよくするためのアドバ

イスを伝え合ったりするなど、工夫して練習に取り組んできました。慣れない関西弁に奮闘しながらも、

見る人に楽しんでもらえるような劇を目指して、一生懸命演じます。子供たちが本番で精一杯の力を出し

切ることができるように支援していきたいと思います。 

 

〇子供たちの目当てから 

・よい劇にするために、スポットライトをつけるタイミングをよく考えたいです。 

・スムーズに劇を進めるために、係の仕事や場面の切り替え等、なるべく早く行動したいです。 

・気持ちをこめてせりふを言ったり、動きを大きくしたりして、お客さんが楽しめるようにしたいです。 

・みんなで協力して、おもしろい劇を披露したいです。理由は、小学校生活最後の楽しい学習発表会を作

り上げたいからです。 

・役になりきって、おもしろい劇にしたいです。理由は、恥ずかしがらずに演技をすると、自分も観客も

楽しむことができると思うからです。 

・体育館全体に聞こえるように、大きな声を出したいです。また、音声の仕事にも集中して、間違えない

ようにしたいです。世界一楽しい発表会にできたらいいなと思います。 

 

 

 衣装作りでは、はっぴの模様を描きました。遠くからでもはっきりと見えるように、絵の具に混ぜる水

の量を工夫したり、何日かに分けて重ね塗りをしたりするなど、試行錯誤しています。 

 係の仕事では、照明を点けるタイミングを台本にメモしたり、場面の切り替えを早くするために大道具

を素早く出したりするなど、それぞれの役割を果たすために、一生懸命取り組んでいます。子供たちの、

舞台裏での活躍もお楽しみに！ 

 

 

 

 

 

 

＜衣装作り＞         ＜小道具作り＞       ＜スポットライト係＞ 

百花繚乱 
 

衣装や小道具、劇中の照明や音声も、全部自分たちで！ 


